























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































p ＝ .039で帰無仮説が棄却された（d.f. ＝（1,586）;
f ＝4.272、p<0.05）。 男 性 の SOC は 平 均51.28
（σ＝8.258）、女性は平均48.22（σ＝8.191）で
ある。女性の SOC 値は有意に低い。グループ別
の SOC に関しては、有意確率 p ＝ .001で帰無仮



















モデル 2278.510a 5 455.702 6.848 0
切片 727757.868 1 727757.868 10936.841 0
性別 284.244 1 284.244 4.272 0.039
group 990.095 2 495.048 7.44 0.001
性別*
group 62.81 2 31.405 0.472 0.624





































生活習慣の改善 4.5 3.2 18.9
特別な健康活動を行っている 30.3 21.3 17.9
その他 0 0 3.8





























機づけ 19.0 16.4 18.2 20.4 26.1
同一視的
調整 8.5 17.2 20.0 22.2 32.1
取り入れ
的調整 59.0 22.0 11.9 4.6 2.4
外的調整 70.5 18.4 8.0 2.8
非動機づ














































































































































































































































































































を「前 熟 考 期（precontemplation）」、「熟 考 期
（contemplation）」、「準 備 期（preparation）」、「実






























































































































































































































































続いて、SOC 得点と TTM の各尺度における
因子得点を群間で比較するために、独立２群間の
t 検定を行った。その結果、SOC 得点【 t（470）
＝4.23、 p <.001】、体験的・認知的プロセス得点








M ± SD M ± SD
SOC 52.15 8.78 48.38 9.43 4.23 ***
恩恵 11.19 2.41 11.52 2.47 －1.36




13.00 3.48 11.71 4.24 3.24 **
行動的
プロセス 13.20 3.90 11.26 4.64 4.42 ***









































































ら T-score を算出し、50以上を SOC が高い（High
SOC: 以下 HS）群194名、50未満を SOC が低い
（LowSOC: 以下 LS）群130名とした。その結果、











HS 群 LS 群
t 値
M ± SD M ± SD
恩恵 11.39 2.38 10.90 2.44 －1.79




13.05 3.53 12.93 3.41 －0.29
行動的
プロセス 13.57 3.81 12.65 3.98 －2.11 *










































HS 群 LS 群
β値 β値
恩恵 .22 ** .13
負担 －.11 .02
体験的・認知的プロセス .18 * .15
行動的プロセス －.03 .11
自己効力感 .20 *** .06
R2 .16 .10































































































きない。また SOC においても、TTM を用いてき



































































・ MarcusBH, SimkinLR:The transtheoretical
model:applicationstoexercisebehavior.Medicine
andScience inSports andExercise26 :1400-
1404,1994.








・ Prochaska JO, DiClemente CC: Stages and
processes of self-change of smoking: Toward






















to thewell-being of Japanese undergraduate
students from two-year follow-up data. The
JapaneseJournalofHealthandHumanEcology
74:71-86,2008.
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測定項目 単位 人数 平均値 標準偏差
身長 cm 38 160.43 5.37
体重 kg 38 59.12 7.22
体脂肪率 % 38 28.12 4.24
上腕囲 *
右 cm 38 28.67 2.66
左 cm 38 27.13 2.40
前腕囲 *
右 cm 38 24.86 1.47
左 cm 38 24.21 1.43
大腿囲 *
右 cm 38 56.49 3.86
左 cm 38 55.41 4.08
下腿囲 *
右 cm 38 36.28 2.76


















































測定項目 単位 人数 平均値 標準偏差
両脚 Ｗ 37 813.32 132.44
中速 * 右 Ｗ 37 492.11 59.37
左 Ｗ 37 448.22 56.73
両脚 Ｗ 37 895.81 155.14
脚伸展パワー 高速 * 右 Ｗ 37 531.08 84.51
左 Ｗ 37 479.32 77.43
両脚 Ｗ 37 476.46 95.67
低速 * 右 Ｗ 37 297.43 48.08
左 Ｗ 37 272.24 44.17
両脚 Ｗ 38 220.71 39.98
中速 右 Ｗ 38 123.55 29.74
左 Ｗ 38 122.92 28.87
両脚 Ｗ 38 235.63 45.13
腕伸展パワー 高速 右 Ｗ 38 133.08 35.84
左 Ｗ 38 130.66 37.60
両脚 Ｗ 38 148.89 27.13
低速 右 Ｗ 38 79.79 15.62
左 Ｗ 38 80.00 15.54
自転車ペダリングパワー Ｗ 37 463.49 80.42
　*：左右差が認められた項目
表３　パワーの測定結果（体重値）
測定項目 単位 人数 平均値 標準偏差
両脚 W/kg 37 13.79 2.07
中速 * 右 W/kg 37 8.36 1.01
左 W/kg 37 7.61 0.95
両脚 W/kg 37 15.18 2.26
脚伸展パワー 高速 * 右 W/kg 37 9.03 1.41
左 W/kg 37 8.14 1.28
両脚 W/kg 37 8.08 1.57
低速 * 右 W/kg 37 5.05 0.81
左 W/kg 37 4.63 0.79
両脚 W/kg 38 3.75 0.64
中速 右 W/kg 38 2.11 0.51
左 W/kg 38 2.09 0.45
両脚 W/kg 38 4.00 0.70
腕伸展パワー 高速 右 W/kg 38 2.25 0.56
左 W/kg 38 2.21 0.58
両脚 W/kg 38 2.53 0.43
低速 右 W/kg 38 1.36 0.26
左 W/kg 38 1.36 0.25





































測定項目 劣る やや劣る ふつう やや優れる 優れる
高速
両 W ～662 663～817 818～972 973～1127 1128～
右 W ～403 404～487 488～572 573～ 656 657～
左 W ～362 363～439 440～517 518～ 594 595～
中速
両 W ～613 614～746 747～878 879～1010 1011～
脚伸展パワー 右 W ～402 403～461 462～520 521～ 580 581～
左 W ～362 363～418 419～475 476～ 532 533～
低速
両 W ～331 332～427 428～523 524～ 618 619～
右 W ～224 225～272 273～320 321～ 368 369～
左 W ～204 205～249 250～293 294～ 337 338～
高速
両 W ～166 167～212 213～257 258～ 302 303～
右 W ～78 79～114 115～150 151～ 185 186～
左 W ～73 74～110 111～148 149～ 186 187～
中速
両 W ～159 160～199 200～239 240～ 279 280～
腕伸展パワー 右 W ～77 78～107 108～137 138～ 167 168～
左 W ～78 79～107 108～136 137～ 165 166～
低速
両 W ～107 108～134 135～161 162～ 188 189～
右 W ～55 56～ 70 71～ 86 87～ 102 103～
左 W ～55 56～ 71 72～ 86 87～ 102 103～
自転車
ペダリングパワー
パワー W ～341 342～422 423～502 503～ 583 584～

















測定項目 劣る やや劣る ふつう やや優れる 優れる
高速
両 W/kg ～11.78 11.79～14.04 14.05～16.30 16.31～18.56 18.57～
右 W/kg ～ 6.91 6.92～ 8.31 8.32～ 9.72 9.73～11.13 11.14～
左 W/kg ～ 6.21 6.22～ 7.49 7.50～ 8.78 8.79～10.06 10.07～
中速
両 W/kg ～10.69 10.70～12.75 12.76～14.82 14.83～16.88 16.89～
脚伸展パワー 右 W/kg ～ 6.84 6.85～ 7.85 7.86～ 8.86 8.87～ 9.87 9.88～
左 W/kg ～ 6.18 6.19～ 7.13 7.14～ 8.08 8.09～ 9.02 9.03～
低速
両 W/kg ～ 5.72 5.73～ 7.29 7.30～ 8.85 8.86～10.42 10.43～
右 W/kg ～ 3.82 3.83～ 4.64 4.65～ 5.45 5.46～ 6.27 6.28～
左 W/kg ～ 3.43 3.44～ 4.22 4.23～ 5.01 5.02～ 5.81 5.82～
高速
両 W/kg ～ 2.94 2.95～ 3.64 3.65～ 4.35 4.36～ 5.05 5.06～
右 W/kg ～ 1.40 1.41～ 1.96 1.97～ 2.53 2.54～ 3.09 3.10～
左 W/kg ～ 1.33 1.34～ 1.91 1.92～ 2.49 2.50～ 3.07 3.08～
中速
両 W/kg ～ 2.79 2.80～ 3.43 3.44～ 4.06 4.07～ 4.70 4.71～
腕伸展パワー 右 W/kg ～ 1.33 1.34～ 1.84 1.85～ 2.35 2.36～ 2.86 2.87～
左 W/kg ～ 1.40 1.41～ 1.85 1.86～ 2.30 2.31～ 2.75 2.76～
低速
両 W/kg ～ 1.87 1.88～ 2.31 2.32～ 2.74 2.75～ 3.17 3.18～
右 W/kg ～ 0.96 0.97～ 1.22 1.23～ 1.48 1.49～ 1.74 1.75～
左 W/kg ～ 0.98 0.99～ 1.23 1.24～ 1.47 1.48～ 1.72 1.73～
自転車
ペダリングパワー
パワー W/kg ～ 6.44 6.45～ 7.35 7.36～ 8.25 8.26～ 9.16 9.17～








































る武術（後に武道と呼ばれる）の如何を調べることが第一義的に大事であ との認識の下に、十六世紀後期に中国の『紀效新書』にも模刻された「影流目録」 「猿飛」が、新陰流では「燕飛」として、その刀法が今日にも伝えられていることに注目したからであった。その研究報告書では、現在に刀法を伝え 尾張の柳生新陰流の術伝の最古の伝書である『新陰流表
討うち
太刀目録』 （一六八五）を翻刻し、その叙述
に基づいて、 「燕飛」の勢法 復元を試みたのであった（ 「燕飛組太刀試論」本年報第九号所載） 。
その後、我々のプロジェクトでは、柳生新陰流が江戸と尾張に分か
れる以前に遡って検証するように研究を深め、新陰流の勢法「三学」（第十号） 、 「九箇」 （第十二号） 、 「天狗抄・極意・八箇必勝」 （第十四号）については、尾張柳生系の『討太 目録』と江戸柳生系の『新陰流兵法目録事』説明（一七〇四） 叙述を比較・対照させ、残された最古の四文献も合わせて検証し、十七世紀中葉に遡る元来の刀法を推測・復元してきた。後者の文献には「燕飛」についての説明はないが これまでの研究の進展により判明した江戸柳生系の古い三資料を合わせて、より深めた形で、再度問題にすることにしたのである。この研究成果が 本年度 「陰流・新陰流勢法「燕飛」の研究」
またこれまで十年間にわたり毎年本年報に発表してきた研究成果を



















明文は『紀效新書』に模刻・掲載され 「影流之目録」と文章もほぼ同じで、この目録が陰流の古い目録のままであることが確認された。また新陰流流祖・上泉信綱発給の『影目録』にある八本の勢法 名前は、この目録に見られ、形式からも上泉が明らか 陰流の目録を基に作ったことが明らかになった。
これまでこの「猿飛」の巻しか知られていなかったが、実は陰流目








































入した。この二書に、平安末の逸見氏の発祥から江戸後期に至る歴史、甲源一刀流の歴史、伝書四点が写真入りで紹介されている。甲源一刀流伝来の組太刀は二十本であって、 『日本武道大系』掲載された「師範免許」 「中免許」 「代師範免許」 「皆伝免許」は偽作であることも明言されている。甲源一刀流研究の最新の最重要資料である。
また秩父神社の近くで、北辰一刀流から近代剣道の創立に大きな力























































四年 （一五七六） 発給した 『愛洲陰之流目録』 では、 第一巻に 「猿飛」 、 「猿廻」の二本の勢法が簡単な叙述があり、三本目「山 」以下は絵目録で、計十一本ある
（注１）
。 「猿飛」は陰流の表太刀で流派の根本を示すも





したのが つか不明であるが、陰流の太刀に決定的なヒントを得たことから、新陰流を称した であろう。上泉は、永禄九年（一 六六）に発給した新陰流の『影目録』は四巻であるが、第一巻にお て、 「予は諸流の奥源を究め、 陰流において別に奇妙を抽出して新陰流を号す」と述べた後、 「燕飛」 、 「猿廻」の二本を説明、 以下、 「山陰」 月影」 、 「浦波」 、 「浮舟」 、 「獅子奮迅」 、 「山霞」の六本を絵目録としている。上泉は「猿飛」に代えて「燕飛」と表記し、 「浦波」と「浮舟」 順は入れ替えるが、八本とも陰流の目録と同じで、新陰流成立の基となった勢法として伝えているのである。六本目の「浮舟」は太刀を切り落とした絵で、次の「獅子奮迅」は二刀であるので、 本 までで区があると考えられる。
上泉の弟子・疋田豊五郎が慶長十年（一六〇五）に発給した目録では、
「猿飛」 、 「猿廻」 、 「山陰」 、 「月影」 、 「浮舟」 、 「浦波」の絵目録六本である。「浮舟」と「浦波」は順序が入れ替わるが 絵は、 『影目録』の「浦波」 、「浮舟」と全く同じである。
これに対して、上泉の晩年の弟子・柳生宗厳は、 「燕飛」について
は目録に載せておらず、何ら言及してもいない。新陰流を整備することに集中した宗厳にとって 基になったとはいえ、他流である「燕飛」は目録 載せたくなかったのであろうか。一方、少 くとも孫の柳生十兵衛の『月之抄』には「燕飛」が表の太刀であると明記されており、
武道・スポーツ科学研究所年報・第18号・平成24年度
（5）134
その目録には「三学」の前に位置づけされている。 「燕飛」の太刀が、刀法を学習する上で重要なものとされていたことは疑いない。しかし、宗厳が最も腐心したことは、流祖・上泉の新陰流をそっくり模倣的に伝承するより 、上泉の意思・思想に宗厳自身の考え方及び工夫を加味した独自の体系を表現する であったのではないかと我々は考えている。換言 れば、それは柳生家における新陰流――文字通り柳生新陰流――の原点となるべき姿勢の現われ 解釈される。宗厳 そのような姿勢から、五男の柳生宗矩（江戸柳生家初代）の『兵法家伝書』や、孫の兵庫助（尾張柳生家初代）の『始終不捨書』や『新陰流口 にも、 「燕飛」の記載はない。けれども柳生系統でも「燕飛」の術 があり 稽古さ てい よう 。
江戸柳生家二代・十兵衛三厳の『月の抄』 （一六三九）には目録だ







」の八本を載せている。 「切甲」 、 「刀棒」の所作を、勢法の数と
して数え、江戸柳生家においては「燕飛」の太刀を八本として伝承されることになる。 （後述のごとく、 尾張柳生家では「浦波」から「浮舟」の段に、 「切甲」及び「刀棒」の所作は組み込まれているが これ独立した太刀数 しては数えられていない。 ）
対して尾張柳生家二代・利方の『新陰流表討太刀目録』 （一六八五）
（以下、 『討太刀目録』 と略称） には、 『影目録』 と同じ 「燕飛」 、 「猿廻」 、 「山陰」 、 「月影」 、 「浦波」 、 「浮舟」の六本の仕様が書かれている。この仕様は、兵庫助の伝来で、上泉の孫 上泉孫四郎の確認も受けたと奥書に書いている。
江戸系の仕様は、宗矩に学び『見解之書』を受けた鍋島元茂の孫
大蔵元敦が『見解註解』 （一六九五頃成立）の中に 猿飛 として、
分けずに一連りで勢法の仕様が書かれている。
江戸系の八本に分けた仕様は、四代宗在の弟子・佐野嘉内の『柳生
流新秘抄』 （一七一六） （以下、 『新秘抄』と略称）に見られる。また初めての公開となるが、その百年後、江戸柳生九代・俊豊が『燕飛聞書』 （一八一四）に江戸系八本の仕様を詳しく説明し


















元来は同じ勢法だったと見当をつけ 研究することにする。本稿では、最も古い仕様を示す『討太刀目録』 六本の名称と区分 従って考察することにする。
では、 「燕飛」の元来の刀法の仕様の解明はいかにして可能である
のか。『討太刀目録』は、尾張の柳生兵庫助の伝来で、上泉の孫による確認があったとすれば、兵庫助に遡り、かつ上泉系 伝承も窺わせる刀法を伝えている 見られる。対して『見解註解』が 柳生宗矩に遡る刀法を窺わせ、かつ『新秘抄』 『燕飛聞書』がほぼ同じ刀法であるとすれば、江戸柳生家では宗矩に遡る刀法があまり変ることなく伝えられていたことになる。今日、術技が伝承されているのは、尾張柳生家系統だけであるが、その術伝を基盤として、 『討太刀目録』と江戸系の三書の叙述を詳しく比較・対照しながら解釈して、ほぼ共通の刀法の解明が出来るとすれば、尾張と江戸に分か 以前の宗厳に遡刀法と思われる。そしてその刀法が、上泉と疋田の絵目録とも合致す
るとすれば、上泉にまで遡る刀法を窺わせるものと言えよう。
このようにして元来の「燕飛」の刀法が解明されれば、 流祖・上泉は、









　「燕飛」が、 「三学」など新陰流の勢法 どのように相違し、かつ関係してい のかを解明する。
⑸
　




































































・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・諸文献の解説
１． 「愛洲陰之流目録」
は、愛洲移香斎から四代目が天正四年（一
五七六）に発給した四巻。第一巻に、 「猿飛」 、 「猿廻」 、 「山陰」 、 「月陰」 、 「浮舟」 、 「浦波」 、 「獅子奮迅 山霞 陰剣 「晴眼」 、 「五月雨」の計十一本が記載されている。 「猿飛」 は表太刀であった。 「獅子奮迅」 、「晴眼」 、 「五月雨」は二刀である。第二巻は天狗が人と立ち合う絵図で、太刀の他、長刀、素鑓、十 字鑓、二刀を遣う十二本の勢法、第三巻は「仕相之太刀」など実戦的な口伝 第 は真言など呪術的な色彩







厳長 『正伝新陰流』 に写真入りで翻刻・紹介。厳長氏はこの書で、 「燕飛」は六本目までとし、 「獅子奮迅 、 「山霞」を「燕飛の外の極意の太刀」とし、解説せずに絵図を載せる 止めている。
３． 『疋田流目録』
。上泉の弟子・疋田豊五郎が慶長十年に発給した
















の平仮名に直して翻刻する。原文は巻末に掲載。柳生家蔵本（享保十一年〔一七二六〕本多與兵衛藤原信彦書写）を神戸金七氏が昭和二八年（ 九五三）に書写 たものを吉田重成氏が同三一年（一九五六）に書写。詳しい解説と原文翻刻は、 「柳生茂左衛門利方著『新陰流表討太刀目録』 」 「 「燕飛」の巻」 （本年報第九号・二〇〇三）参照。
６． 『見解註解』
は、柳生宗矩の弟子で『見解之巻』を授与された




正徳六年（一七一六）に江戸柳生家の術技を伝えたも 最初 勢法の名称の由来も書いているが 伝承というより、術技からする本人の解釈と見られる。叙述の内、技の仕様を書 た部分 みに限って抜き書きすることにす 吉丸一昌編 『武道叢書』 （一九一五・名著出版会・一九八二復刻）に翻刻掲載。
８． 『新陰流中伝燕飛聞書』
は、江戸柳生九代・飛弾守俊豊が文化



























 猿飛Ａ・Ｃ 燕回Ｄ～Ｆ、月影Ｉ、山陰Ｇ、浦波Ｈ～Ｌ、浮舟Ｍ、切甲Ｎ～Ｑ、刀棒Ｒ Ｔ
　
『燕飛聞書』　　
 燕飛Ａ～Ｃ 猿廻Ｄ Ｆ 月影Ｉ、山陰Ｇ、浦波Ｈ～Ｉ、浮舟Ｊ～Ｎ、切甲Ｏ～Ｑ、刀棒Ｒ～Ｔ
さらに上泉の『影目録』に「山陰」から「浮舟」の四本の絵があり





































 「燕飛」の組太刀は続け遣いであるので、 『討太刀目録 表現にほぼ対応する所で区切った。
4　



























































































































































 手をねち、太刀先を敵の順 構る：仕太刀は手をねじって打ちをかわし、順に構るは の手元 打ち込むことを表現するらしい。






























































































 （Ｂなし） ：打太刀が上段に構えてから足を踏み込んで打ち込むのを、仕太刀がかわして打太刀の二の腕に付ける いうＢの表現は抜けているが、実はＣの表現の次に、 （２） 、 （３）のやり方をより詳しく説き直す中で、 （５）以下で表現されることになる。
（５）
 追取直して打ち込む：打太刀が外されたのを、取直して打ち込むが、次に「直に降す太刀」とある で、上段 取り直してから打ち込む。
（６）
 直に降す太刀 取 腕を切て落すなり： 太刀が上段から打ち下ろす腕を、仕 が切って落とす。
（７）










 太刀を横にさゝげて、鎬 弓 を添えて 打 太刀を頭上に横にし、太刀の鎬に左手を添えるように形。刀棒の形
（
11）





















































































































太刀は、その二の腕に付けて中央に戻す。第３段Ｃは、打太刀が仕太刀の柄中を引き払い切り するところ 、仕太刀は合わせて ち込む。第４段Ｄ、打太刀は振り込んだ太刀の流れで、そのまま下か 刀棒に取るところを、仕太刀は真っ向に打ち込む。打太刀が 棒に取った左手で受けた仕太刀の太刀を握ろうとするところを 仕太刀 角度を変えて太刀を引き取り、上段で刃を上にして一重身となっ 構え直す。第５段Ｅは、打太刀が横の上段から片手打ちするところを、仕太刀はかわして、打太刀の両手元を切りこむ。そして両者は 旦、別れる。
三つの文献の表現は先の間合いの違いを除けば、まことによく照合し
ている。一致した技であった 見られる。 『燕飛聞書』 の表現が そ 時々の身の構えの叙述も相手とのやり取りの関わりも詳しく書いてい 。
参考に疋田の「猿飛」の絵は、Ａの打太刀が太刀を巻いて打込む場














































 抜き越し、味方の右 肱へ勝つ：仕太刀は、打太刀が打ってくる太刀を越して抜き、そ 手元へ打ち込む。
（５）











































































 前後表裏：前後は足の前後と入れ替えることで、ここでは相車の構えから、 打太刀が左肩先に切り込む時、 仕太刀は前足 （左足）を自分の左後方へ引き、 代わって後足（右足）を踏み出す。この間に仕太刀 身体は、打太刀 太刀筋の 側 裏側 へ抜けること なる。 は、敵の太刀筋の表側と裏側の 。
















































 拳は前へはづし、身・足を立替て、相手の拳を打：仕太刀は拳を前に出して外し、足を前後に踏みかえ 体を転換させて、打 のを打つ。
（４）
 所作に飛違てもよし、又飛違ずともよし、心次第なり：所作として、飛び違えるか否かはどちらでも く、状況次第であ 。
（５）
 何連にもはづす拳と、入替る身足と一度に遣う所作なり：飛び違えるか否か、どちらの場合に 、拳を外すとの 足 踏み え身 入れ替えるの同時に行う動作である。
Ⅱ． 「猿回」 （尾張系）は、両者が車の脇構えから、Ｆ打太刀が相手
























































































































 折甲：頭の上でもじること。折甲 間より相手を見る。 （上泉の燕飛目録「山陰」の絵参照） 。
（５）
 使、味方の両拳をチヤンチヤンと截る：稽古では相手の太刀をチャンチャンと二度打ちする。厳密には相手の両拳を打つのであるが、稽古では太刀を つ つ。
（６）
 引き切る様に止む。中段に位 直す：相手に切先を付けるようて中段になって一区切りを付ける 互いに逆の城郭勢になる。
（７）















































































が上段に取る直前に仕太刀が取り げ打ち込まん する場面で、 「月影」のＫに属す場面と見られるので この項に合わせて掲載 。
上泉の「月影」の絵は、打太刀の手元へ仕太刀が切り込んでいるの



















































 如何にも高く右方頭に太刀 揚げる：左隅 取って、高く太刀を頭の右横に上げる。
（５）
 味方、切甲 左の肩頭にかぶり、左足を踏み出す 打太刀 頭の上で太刀をもじり、相手の太刀を受 ながら 左足を踏み出しつつちにいく。
（６）
 チント打って右足を角へ引き開く：打太刀の すり上げ ように打ちながら、右足で右隅 体を
（７）
















































＊『新秘抄』のみ、 浮舟 途中（使、 發草へ取 上げる～打、 折甲間）　









































 相手より巻掛、残す太刀を打払い、折甲に取りて入出とす ：打太刀は太刀を巻いて 仕太刀が前に出している太刀を打ち払って、折甲にして手は頭上に太刀は下にして間に入ら 。
（４）


































 使、刀棒の中取りの先の手 打つて右の手首に移り：仕太刀は、打太刀の刀棒の中取りの左の手を切って右手を切る（稽古では中取りの間を二度打つ） 。
（３）

























































 其弓手を押しかけて、 直ぐに切れば 互の太刀、 十文字に合ふなり：打太刀の刀棒を上 ら真っ 打ては 両者 太刀はう。
（３）
 太刀を霞てうけ流し：仕太刀は太刀を刃を上に上 てかわし、打太刀の打ち 受け流す。
（４）








































































 上泉孫四郎：新陰流流祖・上泉信綱の孫。 尾張徳川家に刀術で仕え 。
（３）



















 始より終まで猿飛の初手の心持にてつかひ、急々に勝なり：最初から最後まで「猿飛」の最 の心持で、 「急々」に勝つ。
（３）












連の太刀にても、 初太刀打損じたる時は、 重々打こと、 右の切組にて、











































 中墨：敵と我身の相対によって決まるも だが 単純に言 ば敵の動きの芯に我が太刀を打ち込むこと。
（４）
 間積り：敵と我との間 距離。特に相 太刀筋と我身 距離の見測り。
（５）
 五箇の身：①身を一重 なすべき事、 ②敵の拳を我肩にくらぶべき事、③我拳を楯につくべ 事、④左 肱を延ばすべき事、⑤さきの膝に身をもたせ、あとの膝をのばすべき事（柳生宗矩『進履橋』 ） これらの ・手・足の教えは、初学より奥伝に至るまで一貫して学習するところのものである。
「猿飛」と「燕飛」愛洲陰流では「猿飛」 、 上泉は「燕飛」と記している。 「猿」と「燕」






























上の極めて簡単な文章から、片言切句を抜き、針小棒大に拡大解釈するつもりはないが、右の「猿飛」 、 「猿廻」の二段の記述から、一種の根本原理的な刀法及び所作が存在していたらしいことが伺える。その根本原理的な刀法を、文献では、 「伝えるところの大事」と表現されているようだ。さらに、その刀法を以って敵に切懸る際に、 「少しも動顛 （動転） す こと く」 という意味合いの一文があるのも興味深い。ここで謂う「動顛す ことなく」は、 「敵 構えや動きに惑わされず」という程度の意味合いであろうが、かなり常習的な表現だっ のかもしれな 。同様 表現は「疋田流目録」にも見られる。 「たとえ将にいかに構え来ると雖も、 轉すべからず。彼の一剣を以て勝負を決す……」 （紅葉観念の巻。但し、これは慶長十年発給文書 寛政十年に「写添置」いたものなので、 「動轉」は元は「動顛」であった可能性がある） 。 「紅葉観念の巻」を見る限り、ここでいう「彼の一剣」はある具体的な太刀筋を指 た表現ではないようだ。恐らく、 陰流でいう 「伝大事」 に相当するものと考えられ 。 「伝えの大事」 もまた 「彼 一剣」も、それぞれの流儀の全篇を貫く根幹の太刀であ と思われる。各々の流儀の体系を成す教え 太刀 いってもよいであろう。
前述のように、陰流の「猿飛」は恐らく一本ずつ個別の仕様であっ


























































































































































































































































































































































































































































































































































































２．名 　 称 第25回　国際武道文化セミナー
３．主 　 催 （財）日本武道館
４．後 　 援 文部科学省、日本武道協議会
５．協 　 力 （学）国際武道大学
６．期 　 間 平成25年３月８日（金）～11日（月）



























































































































講義講師 村 上　　 清（公財）全日本柔道連盟　事務局長 講義「国際柔道事情　日本柔道とフランス柔道」
栗 原　 茂 夫（公財）全日本空手道連盟　副会長 講義「空手道の国際化　～その現状を課題～」
松 浦　 寛 澄 竹生島流棒術　十八代宗家 講義・演武及び体験会「古武道　竹生島流棒術　～古流の技～」
講義助手 松 浦　 利 英 竹生島流棒術
橋 口　 秀 雄 竹生島流棒術
村 上　 知 紀 竹生島流棒術
栗 山　　 晃 竹生島流棒術

























柔　　 道 越野　忠則（六段） 国際武道大学　准教授、関東学生柔道連盟理事
〃 矢﨑　利加（女子五段） 国際武道大学　准教授、関東学生柔道連盟理事










































































































































































































































































































































































































































































































































イ ギ リ ス 空 手 道 二 段 M
































































空 手 道 21
合 気 道 23
少林寺拳法 10
な ぎ な た 5
銃 剣 道 1
古 武 道 6
30
そ の 他 24
 全日本各道連盟推薦者数
団　体　名 人数
全 日 本 柔 道 連 盟 4
全 日 本 剣 道 連 盟 0
全 日 本 弓 道 連 盟 1
日 本 相 撲 連 盟 0
全日本空手道連盟 1
合 気 会 1




No 国・地域 人数 男 女
1 アメリカ 30 27 3
2 イギリス 10 9 1
3 イスラエル 1 1 0
4 イタリア 2 2 0
5 インドネシア 3 3 0
6 ウクライナ 4 4 0
7 ウルグアイ 1 1 0
8 エクアドル 1 1 0
9 オーストラリア 4 4 0
10 オランダ 1 1 0
11 カザフスタン 1 1 0
12 カナダ 5 5 0
13 ギリシャ 1 0 1
14 スイス 2 1 1
15 タイ 2 1 1
16 チリ 1 1 0
17 ドイツ 5 4 1
18 ニュージーランド 2 2 0
19 ネパール 1 1 0
20 ノルウェー 1 1 0
21 ハンガリー 1 0 1
22 フィリピン 3 3 0
23 フィンランド 2 1 1
24 ブラジル 1 1 0
25 フランス 5 4 1
26 ペルー 1 1 0
27 ポーランド 1 1 0
28 レバノン 1 1 0
29 ロシア 4 0 4
30 韓国 1 1 0
31 台湾 2 1 1
32 中国 1 0 1
33 中国（香港） 2 2 0
34 南アフリカ共和国 1 1 0
35 日本 3 2 1
36 不明 1 1 0
合計 108 90 18

○ 研 究 所 情 報
１．IBU BUDO SERIES Vol. 2














































































　 RPE（自覚的運動強度）と心拍数との相対関係 ；主観的運動強度 Ratings of perceived exertion（RPE）
 　有酸素運動に適した RPE（自覚的運動強度）は心拍数では110〜150が有効だといわれている。こ
れは 下の表１にある表示11「楽に感じる」〜15「きつい」と感じる、35〜65％の強さと考えられる。









３　主観的運動強度 【RPE】Ratings of perceived exertion の実践 測定者（Yamada）
○持久系指標 （心拍数）検査 ＊ （脈拍数と RPE は測定値）
平成24年11月13日（火）天候；晴れ　気温；約20℃　11：00AM-12：00　測定者（Yamada）
回 目 安
速　度 脈拍数（心拍数） R P E
自覚的運動強度400m の Time 分速／時速 運動直後 1分後
1 安静時 68 68
2 W10 4分00秒 100m/6.0km 99 72 11
3 W9 3分36秒 111m/6.7km 108 78 12
4 W8 3分12秒 125m/7.5km 138 105 13
5 J7 2分48秒 143m/8.6km 150 90 14
6 J6 2分24秒 167m/10km 150 84 15
7 R5 2分00秒 200m/12km 180 138 17
8 R4 1分36秒 250m/15km 180 144 18



























運動内容  日付 体重 ㎏ 脈拍（回）体脂肪率
W 30 5.05 63.5 68 26
W 30 5.15 63 67 26
W 30 5.25 63.5 68 25.5
Sj 30 6.05 62.5 66 24
Sj 30 6.15 62 64 23.5
Sj 30 6.25 61.5 64 23
Sj 30 7.05 61.5 63 22
J  3 0 7.15 60 63 21
J  3 0 7.25 58 64 19
Sj 30 8.05 56.5 63 18.5
W 30 8.15 57 63 17.5
Sj 30 8.25 57.5 63 18
W 30 9.05 57.5 62 17
W 30 9.15 57.5 63 17
W 30 9.25 57 63 16.5
W 30 10.05 57 62 16.5
W 30 10.15 57 61 16.5
W 30 10.25 57 61 16.5
散 歩 11.05 57 61 16.5
散 歩 11.15 56.5 60 16












W 30＝30’歩行 Sj 30＝30’超スローjog




























多い。それらの改善のためには、①どんなところで ､ どの理論の ､ どんな研究や実践がなされている
か把握した上で知識の蓄積をする。②研修や仲間などと情報交換を行う。③知識を獲得し、自身で検
証を行う等でより正しく生徒たちに提供できると感じる。
（１）生徒の体力の向上 ･ メソッドの内容 評価対象
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